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悪性中皮腫の診断・治療のために当院に入院・通院された患

者さんの診療情報および生検・手術・解剖試料を用いた医学

系研究（悪性中皮腫のヒト化 CD26 抗体療法の開発及び化学

療法剤の有効性評価に有用な新規疾患関連バイオマーカー

の開発）に対するご協力のお願い 

 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 研究責任者	
 	
 所属	
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 03-5363-3764（直通） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 実務責任者	
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 連絡先電話番号	
 03-5363-3764（直通） 

 
 
このたび当院では、上記のご病気で入院・通院された患者さんの診療情報および生検・手

術・解剖試料を用いた下記の医学系研究を、医学部倫理委員会の承認ならびに病院長の許可

のもと、倫理指針および法令を遵守して実施しますので、ご協力をお願いいたします。	
 

この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さ

んのプライバシー保護については最善を尽くします。	
 

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８	
 お問い合わせ」に示しました連絡

先までお申し出下さいますようお願いいたします。	
 

 
１	
 対象となる方 
西暦1980年 1月 1日より2012年 3月 31日までの間に、当院にて悪性中皮腫の診断・治療の

ため入院あるいは通院し、腫瘍の生検・外科切除を受けた患者さま、および病理解剖を行わ

れた方とそのご遺族（ただし未成年の方を除く） 
 
２	
 研究課題名 
承認番号 20120100 
研究課題名 悪性中皮腫のヒト化 CD26 抗体療法の開発及び化学療法剤の有効性評価に有

用な新規疾患関連バイオマーカーの開発 
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３	
 研究実施機関 
慶應義塾大学医学部病理学教室・慶應義塾大学病院病理診断部（主機関） 
 
共同研究機関   研究責任者 
順天堂大学医学部 	
 	
 	
  森本	
 幾夫 

岡山労災病院   岸本	
 卓巳 

山口宇部医療センター	
 	
 	
 	
 	
 青江	
 啓介 
 
４	
 本研究の意義、目的、方法 
アスベストばく露により発症する悪性中皮腫は効果的な治療法がいまだにありません。そこ

で新しい有効な治療法と早期診断法を見つけることが大事となっています。わたしたちは、

この悪性中皮腫のがん細胞にCD26という分子があることを見つけ、このCD26を標的とする

抗体療法を開発してきました。この抗体療法については、すでにフランスで臨床治験を始め

ています。抗体療法は、やっつけたいがん細胞にその標的分子があるかどうかを前もって検

査する必要があります。そこで、この研究では、生検や手術あるいは病理解剖で採取した中

皮腫にCD26があるかどうかを組織学的に評価する良い方法を開発しようとしています。また

中皮腫にCD26があることが、これまでの化学療法（抗がん剤）の効き目と関係しているかど

うかも探って行きたいと考えました。	
 

 
５	
 協力をお願いする内容 
	
 この研究にご協力をいただくのは、当院にて悪性中皮腫の診断・治療のため入院あるいは

通院され、経過中に生検・手術を受けられて腫瘍組織を切除されている成人症例および病理

解剖症例です。 

	
 本研究には、診断に使用した後の、外科手術で摘出した腫瘍組織を診療後の残余組織から

その一部（厚さ 4μmの切片を 10枚）を提供して頂きます。また、ご遺族に同意していただ

き病理解剖を行った症例についても腫瘍組織の提供（厚さ 4μmの切片を 10枚）をして頂き

ます。また、診療記録から臨床診断および病理診断（進行度、肉眼所見あるいは組織所見、

組織分類）を使用させて頂きます。	
 

 
６	
 本研究の実施期間 

2012年	
 8月	
 1日	
 〜	
 2017年	
 7月	
 31日 
 
７	
 プライバシーの保護について 

1) 本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、氏名および患者番号のみです。その他の
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個人情報（住所、電話番号など）は一切取り扱いません。 
2) 本研究で取り扱う患者さんの診療情報・生検試料・解剖試料は、個人情報をすべて
削除し、第３者にはどなたのものか一切わからない形で使用します。 

3) 患者さんの個人情報と、匿名化した診療情報・生検試料・手術試料・解剖試料を結
びつける情報（連結情報）は、本研究の個人情報管理者が研究終了まで厳重に管理

し、研究の実施に必要な場合のみに参照します。また研究計画書に記載された所定

の時点で完全に抹消し、破棄します。 
 
８	
 お問い合わせ 
本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 
また本研究の対象となる方またはその代理人（ご遺族あるいはご本人より本研究に関する委

任を受けた方など）より、診療情報・生検試料・解剖試料の停止を求める旨のお申し出があ

った場合は、適切な措置を行いますので、その場合も下記へのご連絡（電話・FAX・郵送）
をお願いいたします。 
 
	
 研究機関名：慶應義塾大学医学部病理学教室	
 

住	
 所：〒160-8582東京都新宿区信濃町35	
 

電	
 話：03-5363-3764（直通）	
 FAX	
 03-3353-3290（直通）	
 

	
 	
 	
 	
 研究責任者氏名：山田	
 健人（やまだ	
 たけと）	
 

	
 	
 	
 	
 電話連絡可能な時間帯：月〜金、	
 9時〜17時	
 

 
以上 


